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〔包装〕

ソーアミン注射液
20cc 5管・50'i'I IOQcc 2管・30管

等張ソーアミン注射液
IOOcc 2管・30管 50Qcc lパイアル

ソーアミンG注射液
2Qcc 5管・50笹川Qcc 2管・30官
加Qcc×2パイアル（焔液セ Y ト2組入）

＠ 
新発売〉

く全剤型健保適用〉

体内に於ける組織蛋白の合成に適した合理的

なアミノ酸配合率を有し、製品が存定、高純

度、効果確実で、しかも副作用が少ない

【適応症】
O各科領域で胃腸疾患により蛋白質の消化吸収が障害され
Tこ場合
0 創傷、火傷、骨折、化喰、手術などにより蛋白質の損失
が甚しい場合

O 肝硬変その他肝機能低下により蛋白質合成及ぴ利用に障
害のある場合

O飢餓など摂取蛋白質の獄少による栄養失調症
0 ネフローゼなど尿中の蛋白喪失を補なうとともに利尿効
果を望む場合

O 甲状腺機能冗進、高熱疾患など蛋白質沼要の増大した場
合、慢性疾患、急性伝染病など非経口的に栄養補給の必
要がある場合

0放射線、制癌剤及ぴその他の原因に基く白血球減少症の
予防並びに治療

会 L型純結品綜合アミノ酸注射液カ

等張、ノーアミン日%、ノルピトーjレ I 
を加えたパイア jレ入新製剤

50Ccc 1パイアル輸液セヴト付

大阪市東区道修町 田辺製薬株式会社支店東京・福岡・札幌



点滴静脈注射用
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造血剤貧血治療

OROTONSAN-Fe 

． 
オロトンサンの造血機能充進・強肝作用と
鉄の血色素造成作用を兼ねた理想的な貧血治療
．造血剤です

・ォロトンサンの造血機能冗進作用と強肝作用を発揮致します

・鉄の吸収率がよく 鉄利用率が高度です

・服用し易く 服用忌避がありません

・貧血にともなう全身倦怠・疲労感等の症状を速かに改善します

1000錠

1回2～3錠（0.2～0.3g) 1日2～3回食後内服
オロトンサン鉄の鉄含有量は12%です
末 25glOOg 500g 錠（0.lg) 500錠
lg 37.30 

〔用法用量〕

〔包装〕

〔健保薬価〕



・印刷と製本・

ホ公由奇巨口脇リ事米三む笹雪F最h

京都市下京区油小路通桧原上ル

電話＠ 4 7 1 7・47 6 4番

振替京都 18 7 4 7番
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疾
患
に
伴
な
う
疹
痛

手
術
後
窓
痛

クロルプ ロマ ジン配台の類似製剤に比べ…

・強力な鎮痛作用を有する

＠注射局所の刺戟性は軽微である

1管2cc中
塩酸レホメブロマジン（ヒルナミン）…15mg
塩駿プロメタジン（ピレチア）・・… H ・H ・・ 6mg 

エチルヘキサビ タール・アミノピリン

分子化合体・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・80略

ア ミノピリ ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40mg

①手術後痔痛

②諸種の疾患に伴なう痔痛一一

例えば胆嚢炎，胆石症，腸癒

着．腸狭窄，胃 ・十二指腸漬

場，胃炎，胆石症などの場合

の鎮痛・鎮静

①手術前処置（前麻酔・基礎麻

酔），強化麻酔

10管， 50管

64目。。

適応症

2CC 

2cc 

包装

〔健保適用〕

⑧ シオノギ製薬大阪市東区道修llU



一女新発売女一一一一一

ソーアミンIC5%ソルピトール

を加えたパイアル入加糖製剤

ソーアミンG注射液
20Ccc x 2 ＇＂イア Jv 

（輸液セット 2組入）

｜健保適用｜

体内に於ける組織蛋自の合成に適した合理的
なアミノ酸配合率を有し、製品が安定、高純
度、効果確実而も副作用が少ない

【適応症】
O 各科領域で胃腸疾患により蛋白質の消化吸収が障害きれ
7：場合
Ofl!Jf:拐、火｛旬、骨折、化！股、手術などにより蛋白質の損失
が主主しい場合

0肝硬変その他肝機能低下により蛋白質合成及び利用IL陣
害のある場合

C飢餓など摂取蛋白質の減少による栄遷失鴻症
0 ヰフ ローゼなど尿中の蛋臼喪失を補なうと ともに利尿効
男さを望む場合

O 甲状腺俄能fl.；進，高熱疾恕など蛋白質需要の鋼大した場
合、慢性吹忠、急性伝染病など非経口的：こ栄箆補給の必
要かある場合

0 放射線、 ililJl菌剤j及ぴその他の原因lζ基く白血球減少症の
予防並びに治療

会 L型純結品綜合アミノ酸注射液食

10－歪【包装〕 20cc5管.::>O管 100α2管・ 3J苦等琵製剤 lOOcc2管・3ヲ昔下面記（パイアル入）

あらゆる…

出血の予防とj台療に

ご『ーー4. l与ミ：ふ4，二、，，：＇（）
a・・E ’
l・1・1・1 〔包装〕 注、散、錠 デポ型注

可E・－
大阪市東区道修町田辺製薬株式会社支店東京・ 福岡 ・札幌一＝
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クロルプロマヲン配合の類似製剤に比べ…

・強力な鎮痛作用を有する

・注射局所の刺戟性は軽微である

1管2cc中
塩酸レボメプロマジン（ヒルナミン）…15rng

塩酸プロメタジン（ピレチアトリ....・H ・・ 6mg 

エチルヘキサピタール・アミノピリン

分子化合体・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・80mg

アミ ノ ピリ ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40mg

①手術後痔痛

①諸種の疾患に伴なう痔痛一一

例えば胆嚢炎，胆石症，腸癒

着，腸狭窄，胃・十二指腸潰

場，胃炎，胆石症などの場合

の鎮痛・鎮静

①手術前処置（前麻酔・基礎麻

酔），強化麻酔

2cc 10管， 50管

2cc 64!'.300 

適応症

包装

〔健保適用7

⑧ 
シオノギ製薬大阪市東区道修町



安心して簡単
に使用できる

本掬Jは白本薬局方チオペシタールナトリウム

を主成分とし呼吸循環刺戟剤アトムリンを含

有の専用溶解液添付によりハルピツレートの

通弊（呼吸障害〉を未然に防止する有利性が数

多くの臨床実験の結果立証されております。

大静脈用全身麻酔剤大

【包装】 0.3g5A 50A 
0.5g 5A 50A 

専用溶解液添付

あらゆる出血の
予防と治療に

本剤J主世界唯一の水溶性アドレノクロム製剤

で強力な血管強化作用を有する水溶性の安全

な化合物であるため内服剤、注？「川、速5¥'!J住

の静注用、持続性のデポ型等多創立頃IT:製剤が

あり目的に応じて適当な剤型を使用できます

す止血・血管強化アドレノクロム新誘導体安
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安心して簡単
に使用できる

本境目は日本薬局方チオベンタールナトリウム

を主成分とし呼吸循環刺戟剤アトムリンを含

有の専用I容解液添付によりパJレピツレートの

通弊（呼吸障害〉を未然に防止する有利性が数

多くの臨床実験の結果立証されております。

大静脈用全身麻酔剤女

【包装】 0.3区 5A50A 
0.5g 5A 50A 

専用溶解液添付

あらゆる出血の
予防と治療に

本剤；主世界唯一の水溶性アドレノクロム製剤

で強力な血管強化作用を有する水浴位の安全

な化合物であるため内服剤、注射剤、速効性

の静注用、持続性のデポ型等多極類の製剤が

あり目的に応じて適当な剤型を使用できます

会止血・血管強化7ドレノクロム新誘導体安
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手術後疹痛

諸種の疾患に伴なう疹痛
ta内角
脚
号
、強化麻酔に． 手術前処置

強力な効果を示す

~王
クロJレプロマジン配合の類似製剤に比べ…………

・強力な鎮痛作用を有する
・注射局所の刺戟性は軽微である

などの特長をそなえています。

1管 2cc中
塩酸レボメプロマジン〈ヒルナミン〉…………’・15rng
塩酸プロメタジン〈ピレチア〉…………一………6mg 
エチルヘキサピタール・アミノピリン
分子化合体……………………………－－－……… 80mg
アミノピリン………………… ・ ー・・・・・．．，ー…...4Qmg 

①手術後廃痛
②諸種の疾患に伴なう廃痛一一例えば胆嚢
炎，胆石症，腸癒着，腸狭窄，胃・十二
指腸漬窃，胃炎，胆石症などの場合の鎮
痛・鎮静
①手術前処置（前麻酔・基礎麻酔〉，強化麻酔
包装 2CC 10管， 50管

K健保適用〕 2cc 64円・00

適応症

大阪市道修町シオノギ製薬



新 女健保適用
H,t当り 79円5つ銭

発 米／国＼ 

フ宮恒"C イ

フ
イ

強力新副腎皮質ホルモン

l¥Jレド国〉
（酢酸パラメ タゾン） HALD RONE 
特徴

1.ハJレドロンは強力な抗炎症作用を有す
る新合成コルチコステロイドです．
2.Naはむしろ排池傾向，K排i世には影響
を与えることがありません．
3.各種代謝に対しても悪影響は認められ
ません．
4.筋無力，筋症筆，精神面への影響，不眠
を起すことがありません．

適応症
腰原病，アレルギー性疾患，皮円叫，E，血液疾
患，その他コルチコステロイ ド低山の.i@,L;、とな

るあらゆる扶iJ.1.. 

包装 錠剤（1略） 10錠 30錠 100鎚
散剤（0.2;-,;) 25g lOOg 

本製薬株式会社 （大阪市東区道修町） ・文献送曇

－e
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C
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 -OH 
--CHi 

1' 
16α・methyl

Paramethasone Acetate 

(6α－fluoro・16α－methylpre命か
田lone21-acetate)F 

1' 
6α－fluorine 

・6α fluorineによって同芽忌環剤〈プレドニゾロ
ン〉よりー著しく筑炎症作用が増強
されているばかりでなく， Naの貯
留傾向を示しません．・16α－methylはNaを誹池し．利尿を促します．

⑨大目
竪迫
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手術後疹痛

諸種の疾患に伴なう疹痛

手術前処置・強化麻酔に

強力な効果を示す

クロルプロマジン配合のnil以製剤l乙比べ…
・強力な鎮痛作用を有する

＠注射局所の刺戟性は軽微である

などの特長をそなえています。

l管2cc中
塩川主レボメプロマジン〈ヒルナミン〉……………15mg

塩酸プロメタジン〈ピレチア〉………………－－…6昭

エチJレヘキサピタール・アミノピリン

分子化合体………………………………………… SQmg 

アミノピリン………………・・・…………………… 4Qmg

適応症①手術後疾痛
②諸置の疾思に伴なう疾痛一一例えば胆嚢

災，胆石症，回定＼＇＇；， D~ SJ~JP: ，胃・十二
指腸漬湯，胃炎，胆石症などの場合の鎮

痛・鎮静

①手術前処置く前麻酔・碁礎麻酔〉，強化麻酔

包装 2cc 10管， 50管

〔健保適用〕 2cc 64円・00

大阪市道修町シオノギ製薬
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く全剤型健保適用〉

大純結品L型綜合アミノ酸製剤交

Z 芝~
体内に於ける組織蛋白の合成に適した合理的なアミノ

酸配合率を有し、使用原料のアミノ酸は弊社独特の

合成法lとより一貫生産しており、品質は高純度均

ーであり表示以外のアミノ酸．異性体，ぺプチ

ドを全く含まず、総てし型純結晶で製品が安

定、臨床効果確実しかも副作用が少ない。

ソーアミン注射滋 20cc5管・50管 100cc2管・30管

等張ソーアミン注射液 100cc2管・30管 5'.lOcclパイアル

ソーアミンG注射液 20cc5管・50管 100cc2管・30管

200ccx2パイアル（輸液セット2組入）

ソーアミンGT注射法 500cclパイアル（輸液セット付）

新発売厄孟亙匙・・圃

大阪市東区道修町 田辺製薬株式会社 支店 東京・福岡・札幌
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パ－
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組成（1錠中〉

L－アスパラギン険カリウム…...・H ・－－……75"'it
L噂アスパラギン険マグネシウム…………75mg
本剤f立当社独自のフィルム皮，Wf（特許〉をほどとしていますので．すみ
やかに吸収されます．

広範な生理作用

i. エネルギ－~室生機構＜TCAサイクル〉を円滑化します．
2.解君主機勝（尿素サイクJレ〉を賦活し，アンモニアおよび炭殺ガスを尿
索として再革審排池します．
3.核隣合成に｜療し，プリン体およびピリミジン体の基質として重要であ
り，またAT Pの生慌にも関与します．
4.{re絞紫時においても筋収縮カを有効に維持します．
5.アスパラギン殿カリウムは細，i包内へのカリウム供給源としてすぐれた
活性を有しています．
6.アスバラギン殴マグネシウムは各極彩索作用を活性f名し．中間代初Jを
促進します．

適応症

・肝機能障害（急・慢性肝炎，肝硬変，胆汁分泌不全） ＠妊娠中毒 ＠ア

ンモ＝ア血症 ・低カリウム時におけるカリウム補給 ＠次の疾患にお

ける諸症状の改善（狭心症，心筋障害，心不全，冠不全） ・疲労状態

通常， l日3～10泌を2～3回に分ij9.，症状によってはさ
らにMhrします．
100錠 500.klg

用量・用法

1.000錠

大日本製薬株式会社 2ぷ！宮店

装包

大阪市東区道修町⑨ 
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（酢酸ノTラメ タゾン）

特徴

1.ハルドロンは強力な抗炎症作用を有す
る新合成コルチコステロイドです．

2.Naはむしろ排池傾向.K排i世には影響
を与えることがありません．
3.各種代謝に対しでも悪影響は認められ
ません．
4.筋無力．筋症筆，精神面への影響．不眠
を起すことがありません．

適応症
跨l~ （ l1ij ，アレルギー性疾患， l立町民，［＼，血液疾
患，その他コルチコステロイド出止のi必jf,むとな

るあらゆる疾患．

包装錠剤(lmg)
散剤（0.2;',?)

大日本製薬株式会社（大阪市東区道修町）

官
CH20CCH3 

と＝。
HJ・OH
--CH3 

骨
16α－methyl 

Paramethasone Acetate 

(6αーfluoro-16α－methy!pred凶－
solone21-acetate) F 

't 
6α－fluorine 

.6α－fluorineによって同系薬剤〈プレドニゾロ
ン〉より著しく抗炎症作用が増強
されているばかりでなく， Naの貯
i¥l傾向を示しません．

e16α・methylはNaを務総し，利尿を促します．

⑨
 

HALDRONE 

10錠 3＇錠

25g lOOg 

．文献送呈

100鎚


